
【情報科学技術関連】 ライフサイエンス、省エネルギー、防災等の課題達成
のための科学技術イノベーションの強化、充実（基盤技術の構築）
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2010
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目的解決型のIT統合基盤技術研究開発
の実現に向けたフィージビリティ・スタディ

イノベーション創出の基盤となる
シミュレーションソフトウェアの研究開発

Web社会分析基盤ソフトウェアの研究開発
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：今回審議する研究開発課題 ：事前評価 ：中間評価 ：事後評価

デジタル・ミュージアムの
実現に向けた研究開発の推進

※１

ＨＰＣＩ（革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ）計画

次世代ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
の開発・整備等

フラッグシップシステム-2020プロジェクト
（ポスト「京」の開発）

2019
(H31)

次世代IT基盤構築のための研究開発

ビッグデータ利活用のための研究開発
ビッグデータ利活用のため
のシステム研究等

未来社会実現のためのICT基盤技術の
研究開発

社会システム・サービスの最適化のための
ＩＴ統合システムの構築

災害等に強い情報処理・管理システム構築等の
復興に貢献する新技術開発

2020
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※１ デジタル・ミュージアム実現のための研究開発に向けた要素技術及びシステムに関する調査検討（ＦＳ）
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の
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災害に強いITシステム
及び社会基盤の構築

Web社会分析基盤ソフト
ウェアの研究開発

課題達成型IT
統合システム
構築のための
統合基盤技術
の高度化

質的・量的に膨
大なデータ（ビッ
グデータ）の利
活用を推進する
ための取組

未来を予測
する高度な

科学技術基盤
であるハイパ
フォーマンス・
コンピューティ
ング技術の
高度化

伝統文化・文化遺産保存のための
アーカイブ化技術や、文化・芸術の
創造を支援する情報科学技術の高度化

AIP：人工知能/ビッグデータ/IoT/
サイバーセキュリティ統合プロジェクト

※詳細は別紙
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2008 2009 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 20182010

世界最高水準のハイパフォーマンス・コンピューティング（ＨＰＣ）技術の強化、
最先端の計算科学研究環境の構築

③ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾁｬﾚﾝｼﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発事業
（平成18年度～24年度）
※平成23,24年度は戦略ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの中で実施

Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
構
築

【情報科学技術関連】 国家安全保障・基幹技術の強化／科学技術の共通基盤の充実、強化

ＨＰＣＩ（革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ）計画
（平成22年度～）

：今回審議する研究開発課題 ：事前評価 ：中間評価 ：事後評価

④④ ⑦
①及び
③,⑤ ⑥

⑥ ＨＰＣＩの運営
（平成２４年度～）

② 特定高速電子計算機施設利用促進（平成24年度～）

⑤ ＨＰＣＩの整備
（平成22年度～24年度）

⑦将来のＨＰＣＩのｼｽﾃﾑ
のあり方の調査研究
（平成24年度～25年度）

④ HPCI戦略ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
（平成23年度～平成27年度）

2

① 次世代ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀの開発・整備
（平成18年度～24年度）

⑧ 京ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの運用
（平成22年度～）

⑨ フラグシップシステム2020プロジェクト
（ポスト「京」の開発）

①及び
④,⑤

②及び⑧

⑨ ⑨
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（別紙）


